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デザイナーを探すには、具体的にどうすればいいのでしょうか。一番多いのは、取引先から紹介し
てもらったり、知り合いのつてを頼ったりする、いわゆる「口コミ」かもしれません。それ以外にも、38
ページにて紹介しているデザイン関連団体のウェブサイトから会員検索が可能な場合もあります。
ここでは、公的機関のデータベースやマッチング事業、デザイナーが多く集まる展示会等、気軽に
参加・活用できるサービスを紹介します。

ずは会って
相談してみよう

デザイナーのタイプはさまざま

【出会う・探す】

ま

【協働する】

デザインに関する具体的な案件を
持つ中小企業とデザイナーを対象
にしたマッチング会（商談会）です。
無料で参加できます。

「コラボマッチング」
（http://www.tokyo-kosha.or.jp/）

東京都内のものづくり中小企業と
優れた課題解決力・提案力を併せ
持つデザイナーとの協働を目的と
した、デザイン・事業提案コンペで
す。

「東京ビジネスデザインアワード」
（https://www.tokyo-design.ne.jp/award.html）

伝統工芸の技術を活かしながら、
東京の伝統工芸品の製作者とデ
ザイナーとの共同製作により商品
開発を行います。最終選考を通過
した開発商品は、普及促進により国
内外への販路開拓を支援します。

「東京手仕事」
（http://tokyo-craft.jp/）

デザインを導入するための
基礎的なノウハウを学べる
セミナーです。年4回、さま
ざまな専門分野のデザイナ
ーと話ができます。

「デザイン導入支援セミナー」
（http://www.tokyo-kosha.or.jp/）

「ライフスタイルを提案する」インテリア・デザイン市場のための国際見本
市です。デザイナーも多数出展しています。

「インテリアライフスタイル」
（http://www.interior-lifestyle.com/）

日本最大のパーソナルギフトと生活雑貨の国際見本市。新進気鋭のデザ
イナーが集まる「ACTIVE CREATORS」に注目です。

「東京インターナショナル・ギフトショー」
（http://www.giftshow.co.jp/tigs/）

日本から世界に発信するクリエイティブの祭典。700を超えるクリエイタ
ーが参加する総合的な展示会イベントです。

「TOKYO DESIGN WEEK」
（http://tokyodesignweek.jp/）

東京ミッドタウンが主催す
るデザインコンペで、入賞
作品は「Tokyo Midtown 
DESIGN TOUCH」にて紹
介されます。商品化実績あ
り。

「Tokyo Midtown Award」
（http://www.tokyo-midtown.com/jp/award/）
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中小企業との共同開発に意
欲的なデザイナーの情報を
検索できるデータベースで
す。インターネットから無料
で利用できます。

「東京デザイナー情報」
（http://www.designer-db.tokyo.jp/）



　デザインは、アイデア（構想）を実現可能なものに近づけていく技術です。
そして、デザイナーはその業務請負業であり、企業から与えられたテーマに
ついてアイデアを出し、現実の商品にする過程においてデザインスケッチ、
図面（データ）、試作モデル、パッケージやラベルのデザインなどを提供して
いきます。
　サービス業なので、料金はかかった時間で計算されます。加えて、スケッ
チや図面化に関わる技術料、権利化につながる考案がある場合は、その
考案の譲渡費用などで構成されます。製品デザインおよび、その商品化に
は少なくても2～3カ月、ものによってはそれ以上の時間がかかります。その
期間、デザイナーと円滑に作業を進めるために、通常は「業務委託契約書」
を交わすことになりますが、「契約書」というとその作成が手に余ったり、役
員会や代表者の承認が必要だったりという企業も少なくないでしょう。
　しかし、解釈の違いによるトラブルを未然に防ぐために、何らかの取り決め
は交わしておきたいという場合は、以下の3点からなる「発注書」または「覚
書」を交わすことが有効です。
　その3点とは「1. デザイン作業の内容」「2. 期間」「3. 対価（報酬）」の3つ
です。1の「デザイン作業の内容」については、「製品Aの操作性向上とその
外観デザイン」「現行品Aの拡販を目的としたデザイン改良提案」など、具
体的に記すべきでしょう。2の「期間」は、「デザインスケッチ受領時」「外観デ
ータ検収時」など、どの時点で作業終了とするかの合意が必要となります。
3の「対価（報酬）」は、「○日締め、翌月末振込み」など、その支払い方法の
合意も重要です。
　簡単なものであっても、書面にする過程で双方のコミュニケーションが図
れ、信頼関係の醸成にも役立ちます。ぜひ実践しましょう。
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http://www.jida.or.jp/site/publisher/publisher005.html
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http://www.jida.or.jp/site/publisher/publisher005.html
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事業戦略部 経営戦略課

中小企業がデザインを活用して商品の高付加価値化、競争力強化を図る
ための支援を行う。デザイン導入支援セミナー、「東京デザイナー情報」
データベースの提供、中小企業とデザイナーとのデザインコラボ事業を実施

総合支援部 総合支援課

中小企業の経営者が抱くデザインに関する悩みについて、専門家が応
える「ワンストップ総合相談窓口／デザイン相談」。4名のデザイナーが
交代で、毎週金曜日午前中無料で相談に応じている

03-3251-7881
〒101-0025
東京都千代田区神田佐久間町1-9 東京都産業労働局秋葉原庁舎

（地独）東京都立産業技術研究センター
　　　  デザイン技術グループ

03-5822-7232
〒101-0024
東京都千代田区神田和泉町1-13　住友商事神田和泉町ビル9階

都内の中小企業の技術支援を行う公設試験研究機関。デザイン技術グ
ループでは、デザインに関する技術相談、デザイン作業、各種講習会を実
施。また大型プリンター、撮影機材、工作室、3次元CAD/ラピッドプロトタイ
ピングなど試作開発の際に必要な機器を利用できる
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公益社団法人 日本インダストリアルデザイナー協会　職能委員会
公益財団法人 日本デザイン振興会
公立大学法人 首都大学東京　産業技術大学院大学

東京都産業労働局商工部創業支援課
〒163－8001　東京都新宿区西新宿2－8－1
電話　03－5320－4763
URL　http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/

公益財団法人 東京都中小企業振興公社　事業戦略部 経営戦略課
〒101－0024　東京都千代田区神田和泉町1－13　住友商事神田和泉町ビル9階
電話　03－5822－7232
URL　http://www.tokyo-kosha.or.jp/

守山久子
公益社団法人 日本インダストリアルデザイナー協会　職能委員会
　　　武藤恕始
　　　　　木山綾子
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